
【秘書広報広聴課】　平成２３年度一般会計優先事業調書の考え方

≪細事業総数及び優先付対象事業数等≫

総事業数 対象外 対象

5 0 5
※下記に該当する細事業は、優先順位付けの対象外としています。

　○○人件費、○○積立金、○○一般経費、公債費、災害復旧費、選挙執行経費、指定統計経費、予備費

優先区分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

秘書広報広聴課における予算要求の考え方、方針

市長等理事者の秘書業務を円滑に
行うとともに、市内外に広報紙やホー
ムページなどを活用し市政情報を迅速
かつ効果的に発信していくための経費
を必要最小限ベースで計上していま
す。

秘書広報広聴課における優先区分の考え方など

行政情報や市勢情報の共有など市民生活に関わりが深いもの

行政活動や市民生活において、協働の推進に貢献するもの

行政活動の円滑な推進にとって重要なもの



（単位：千円）

事業費 国府 市債 その他 一財 事業費 特定財源 一財

秘書広報
広聴課

広報広聴事業 28,031 60 27,971 25,818 60 25,758 ▲ ○ Ｂ Ｂ －

秘書広報
広聴課

市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運用管理事
業

2,552 2,552 1,873 1,873 ○ ○ Ａ Ｂ －

Ｂ 秘書広報
広聴課

功労者表彰等事務 537 537 112 112 ○ ○ Ｂ Ｃ －

秘書広報
広聴課

秘書事務 5,059 5,059 4,316 4,316 ○ ○ Ａ Ｂ －

秘書広報
広聴課

渉外事務 1,642 1,642 1,764 1,764 ○ ○ Ａ Ｂ －

Ａ

Ｃ

優先区分

【秘書広報広聴課】　平成２３年度一般会計優先事業調書

Ｈ23年度　原課要求ベース
所管課

市長等理事者の業務を行うための事務経費や各市長会への
負担金

事　　業　　内　　容　　等

白書・広報紙・おしらせ版の発行や市政情報の発信を行うた
めの経費

市のホームページの運用及び市営施設に設置しているプラズ
マディスプレイでの情報発信を行うための経費

優
先
度

規
　
模

内
　
容

効
率
性

市長等理事者の渉外業務を円滑に行うための経費

市自治功労者、功績者、善行者表彰やその他の一般表彰を
行うための経費

H22事務事業評価等

（参考）Ｈ22現計予算 達
成
度

細　事　業　名　称




